


美郷町社協新体制 

会長あいさつ  
町民の皆様方には、平素から社会福祉協議会に対して格別のご支援、ご鞭撻を賜り、厚く

御礼申し上げます。 
この度、本会の評議員、理事、監事の任期満了による改選が行われ、それぞれ新たに選任

され、新体制で事業運営に当たる運びとなりました。不肖ながら私が会長に推挙され重責を
担うこととなりましたが、皆様方のご指導ご協力を頂きながら誠心誠意尽力して参りたいと
存じます。 
少子高齢化、核家族化、地縁の希薄化など、地域の課題、ニーズが多様化、重複化してお

ります。このような時にこそ、社会福祉協議会の使命が問われるものと、身の引き締まる思
いでいっぱいでございます。こういった地域の課題に柔軟に対応していけるよう、活動を充
実させて参ります。 
今後も町民の皆様方の福祉の向上に向かって役職員一丸となって努力して参りますので、

一層のご支援、ご協力をお願い申し上げまして就任の挨拶と致します。 

美郷町社会福祉協議会　会長 田 邊 康 文 

美郷町社協理事・監事 
任期：平成28年11月１日～平成29年定時評議員会終結時

（議席順） 

理事 
吉 迫 喜久子  

（都賀行・潮村地域代表） 

理事 
岩 根 和 博  
（議会代表） 

理事 
安 田 勝 司  
（吾郷地域代表） 

理事 
磯 竹 洋 邦  
（粕渕地域代表） 

理事 
竹 下 良 人  
（君谷地域代表） 

会長 
田 邊 康 文  
（沢谷地域代表） 

副会長 
上 田 賢 逸  
（比之宮地域代表） 

常務理事 
木 川 史 朗  
（行政担当課） 

理事 
山 田 裕 志  
（別府地域代表） 

理事 
日 　 　 学  
（都賀地域代表） 

美郷町社会福祉協議会理事、評議員の任期満了のため、この度、改選が行われ、
次のように決まりました。 
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美郷町社協評議員 

監事 
中 原 良 輝  

理事 
山 本 普 史  
（浜原地域代表） 

理事 
安 田 兼 子  
（婦人代表） 

理事 
岡 　 鋼 厚  
（都賀地域代表） 

理事 
原 　 　 修  
（民生児童委員代表） 

沢
谷
地
域 

牛　尾　輝　夫（石　原） 
難　波　隆　一（九日市） 
山　下　　　学（酒　谷） 

浜
原
地
域 

梅　原　富　雄（上川戸） 
中　岡　　　忠（信　喜） 
藤　田　温　之（浜　原） 
柳　川　敏　子（浜　原） 

粕
渕
地
域 

大　草　房　雄（湯　抱） 
下　寺　誠　一（粕　渕） 
深　井　　　崇（粕　渕） 
山　本　幹　雄（高　畑） 

井　川　定　雄（簗　瀬） 
木　村　　　稔（吾　郷） 
三　宅　博　章（簗　瀬） 

君
谷
地
域 

澤　井　武　重（　港　） 
田　丸　初　女（地頭所） 
平　井　淑　仁（内　田） 

別
府
地
域 

倉　橋　敏　江（惣　森） 
高　松　俊　明（別　府） 

有　井　昌　晃（宮　内） 
大　畠　良　子（宮　内） 
福　田　美津枝（村之郷） 
渡　邊　勝　之（比　敷） 

都
賀
地
域 

井　上　清　實（上　野） 
高　田　登　子（都賀西） 
永　妻　邦　博（長　藤） 
難　波　豊　典（長　藤） 
野　村　祥　子（都賀本郷） 

都
賀
行
地
域 

安　部　　　彰（潮　村） 
石　田　照　子（潮　村） 
岡　先　恵美子（都賀行） 
佐　藤　静　人（都賀行） 

吾
郷
地
域 

比
之
宮
地
域 

退任された皆様には、在任中、大変お世話になりました。深く
お礼申し上げます。今後のご活躍をお祈り申し上げます。 

◆理事退任者 

美郷町社協顧問 

樋 ケ 　 司（別府） 

任期：平成28年10月１日～平成29年３月31日
（五十音順） 

退 任（五十音順） 

勝 部 美智子 
（民生児童委員代表） 

野 村 　 眞 
（民生児童委員代表） 

樋 ケ 昭 義 
（別府地域代表） 

◆評議員退任者 

美郷町役場副町長に、ご就任いただきました。 

遠藤　勝之（長　藤） 大畠千代枝（宮　内） 

小田富佐枝（村之郷） 尾原　三子（宮　内） 

川角　博紹（粕　渕） 谷口　安夫（粕　渕） 

津山　　彰（久　保） 西嶋千恵美（比　敷） 

山田　康司（粕　渕） 
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町民の皆さんのご理解、ご協力に支えられ、赤い羽根共同募金運動

が10月１日から12月31日の間、展開されます。

共同募金運動の一環で、運動開始のPRとして、10月３日（月）に町

内11ヵ所で街頭募金運動を実施いたしました。

多くの方から、たくさんの温かい寄附金が寄せられました。この度

集まった寄附金は、地域の皆さんにご協力をお願いしております戸別

募金などと一緒に、島根県共同募金会へ送らせていただきます。

この寄附金は、県内の民間社会福祉施設・団体及び、町内の各分野

で県民・町民の「しあわせ」を高める活動に役立てられています。

早朝より、ご出勤の際ご迷惑をおかけしました。皆さんの温かいこ

ころ、大変ありがとうございました。

◆平成28年度共同募金助成事業
○各地区社協、連合自治会助成 ............................................. 571,351円 
○やすらぎ会高齢者交流事業 ................................................. 350,000円 
○介護者リフレッシュ事業 ........................................................ 80,000円 
○ユニバーサル交流事業 ............................................................ 70,000円 
○児童生徒福祉作文事業 ............................................................ 90,000円 
○小中学校入学卒業御祝事業及び新生児御祝事業 ............ 150,000円 
○ひとり親世帯支援事業 .......................................................... 250,000円 
○地域福祉活動推進助成事業 ................................................. 500,000円 
今年度助成先：都賀西老人クラブときわ会、酒栄会、にこっと会、

都賀行連合自治会、滝原すずめ会、福寿会、　　　
サロン・つむぎ、湯抱さくら会 

○広報誌「こころ」発行事業 ................................................. 111,206円 

◆平成28年度歳末たすけあい募金助成事業 
○ひとり暮らし世帯歳末訪問事業 
 650,000円 
○歳末施設訪問事業 ..................... 50,000円 
○クリスマスプレゼント事業 ... 250,000円 

街頭募金 街頭募金 街頭募金 街頭募金 

美郷町共同募金委員会は、美郷町社会福祉協議会の中に事務所を
置き、社会福祉協議会が業務を担当しています。 

昨年27年度、皆さまから3,482,097円の共同募金が寄せられました。
そのうちの2,087,757円と平成27年度歳末たすけあい募金助成事業
より84,800円が今年度の社会福祉協議会や各種団体が行う地域福祉
事業へ助成されました。また、歳末たすけあい募金につきましても、
その年に寄せられた募金を同じ年の歳末たすけあい事業に助成されます。 

助成された共同募金の使いみちは… 助成された共同募金の使いみちは… 
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別府 

京覧原 

吾郷 

美郷町 

都賀行 

粕淵 

粕淵 

志学 

九日市 

石見都賀 

村之郷 

高見 
作木町森山東 

川本町 

○別府四差路（別府地区） 

○美郷町役場前（粕渕地区） 

○吾郷集会所前（吾郷地区） 

○粕渕五つ角（粕渕地区） 

○浜原駅前（浜原地区） 

○石原四差路（沢谷地区） 

○港橋（君谷地区） 

○旧農協大和支所前（都賀西地区） 

○宮内バス停前（比之宮地区） 

○大和荘前（潮村地区） 

○大和道の駅前（長藤地区） 

街頭募金 街頭募金 街頭募金 総額 円総額 円総額 円総額 円



第3回地域福祉力アップ研修会を9月24日（土）みさと館にて開催しました。この度は、認知症の
方と家族の会山口県支部代表であり、山口大学大学院准教授の川井元晴氏を講師にお招きしました。
認知症について理解を深め、認知症になっても誰もが安心して暮らしていける地域づくりのため、地
域で力になれることについてご講演いただきました。 
認知症の症状についてやその対応、また、認知症の方と家族
の会での実際の活動を通しての地域での関わり方等を学びまし
た。参加者の皆さんからは実践を踏まえた具体的な話でわかり
やすかったと感想を頂きました。 
次回、第4回地域福祉力アップ研修は、平成29年1月14日（土）
みさと館にて、九州大学大学院客員准教授の加留部貴行氏を招
き、「誰もが相互に支えあう地域づくり」をテーマにご講演い
ただく予定です。 

9月25日（日）観光協会との共同事業で「みさと・みちく
さ日和」“さあ、パズルに挑戦”を美郷町デイサービスセンター
つくし苑で開催しました。 
脳トレ目的でダンボールで作ったパズルが思わぬ活躍をし
ています。 
参加者は、6名、見学
者1名でアットホームの
中、楽しい時間を過ご
しました。自分たちで、

トーマス、ドラえもん、ブロック等好きな形にピースを切り取
り、みなさん悪戦苦闘！どれも良い作品ができました。 
当苑でも大人気で、皆さん集中してされ認知症予防にもなり
ます。もちろん、子どもたちの脳の活性化にも活躍します。 
尚、教室開催希望があれば行いますのでご連絡下さい。 

美郷町社協では、毎年9月の老人週間に合わせ「敬老お祝事業」
を実施しています。 
この事業では町民の皆さまからいただいている社協会費を財
源の一部として、対象者の方へお祝い品を贈呈しており、今年
度は米寿70名・長寿ご夫婦19組が対象でした。 

昨年度までは社協が選んだ
商品のみでしたが、今年度は
町内外の業者のご協力をいた
だき「傘燦でいと（日帰り旅
行）」や「お祝御膳」「特製座布団」等、何種類
かの商品をカタログとしてまとめたものをお贈
りし、対象者の方のご希望商品をお届けしました。 
「傘燦でいと」していただいたご夫婦をはじめ多くの方々に喜んで
いただくことができ、また翌年度以降も企画していきたいと思います。 
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9月17日（土）、松江テルサを会場に、しまね県民福祉大会が開催されました。多年にわたり社会
福祉の発展に功績のあった方々に対しての表彰や、中高年齢者・障がい者による福祉共同市場、若者
のひきこもり支援の講演があり、島根の福祉社会づくりへの理解促進を図る大会でした。 
美郷町からは、下記の皆様が表彰を受けられました。受賞者の
皆様にお祝い申し上げますとともに、ますますのご活躍をお祈り
いたします。 

■島根県民生児童委員協議会会長表彰 
◎永年勤続民生委員児童委員 
安部　　彰　　梅田　信雄　　竹本つた江　　戸田　慶子 
西上　時惠　　原田　元榮　　矢渡　　升　　渡邊　節子 

10月7日（金）美郷町保健福祉センターで町民4名で、介護法講
習会を行いました。講師は日本赤十字社島根県支部健康生活支援
講習指導員の村田朋恵氏です。初め
に、椅子やベットからの立ち上がり
から指導があり、自立を大切にお世
話するために、人の自然な動作を確
認しながら指導していただきました。 
実体験を通して感じることを質問
しながら熱心に受講されました。 

この講習会は、町民の皆様からご協力頂きました社費により行われ
ています。 

美郷町民生児童委員は毎年、
大和・邑智地域で、それぞれ
奉仕活動を行っています。 
大和地域は8月に大和小学校
PTA奉仕活動日に、PTA・児
童と一緒に校庭の草取りを行
いました。10月には、まほろば
大和を訪問し、タオルを寄贈
しました。 
邑智地域は10月に双葉園で、
外壁の清掃・庭木剪定・布切
り作業を行いました。また、
君谷・別府地域の委員は、ほっ
かほかの焼き芋を持って、や
すらぎの里別府を訪問しました。 
それぞれ、奉仕活動先から
喜んでいただきました。 
12月には、吾郷地域の委員が、
町内の介護入所施設を訪問す
る予定です。 
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困った時は、お電話下さい。  社協事業・介護保険・相談・苦情 … �75-1345  夜間・休日 … 080-2890-8683

お問い合わせは、社協�75-1345までお電話ください。 

やってみよう!やってみよう!
タテ・ヨコ・ナナメに読んだ中に何種類の魚がいるでしょう？ 

8月に発生いたしました石田様宅住宅火災につきまして、多くの皆様より見舞金をお寄せいた
だきました。大変ありがとうございました。 
石田様からのお礼を掲載させていただきます。 

この度の自宅火災につき、皆様方には大変ご迷惑とご心配をおかけし心よりお詫び申し
上げます。 
大変な猛暑の中、関係各方々の消火活動を目の当たりにし家族一同心より感謝申し上げ
るとともに厚く御礼申し上げます。 
また早々に町民の皆様より過分なるお見舞金を頂戴しました。重ね々の皆様からのご厚

情、誠に感謝に堪えません。 
本来は御礼に伺うべきところ略儀ながら書面をお借りして御礼申し上げます。誠にあり
がとうございました。 

美郷町湯抱　石 田  

オ ロ キ ン タ ス ロ 

コ ズ キ カ レ イ グ 

ス ン シ ン ダ ラ ド 

イ シ マ メ フ ソ ノ 

ト サ ン マ ラ ミ キ 

イ キ キ サ ト ヒ ロ 

ウ ア ア ナ ゴ タ ア 
前回の回答 

魚の身を開いて串に刺し、たれをつ
けて焼いた料理。ウナギの蒲焼は室
町時代の文献にその言葉がみられ、
古くはウナギを縦に串に刺して丸焼き
にしたものであった。その形が蒲の穂
に似ていることから、「がま焼き」と
呼ばれ、なまって「かば焼き」となった。
また、一説には、焼いた色が樺の樹
皮に似ているからともいう。 

この度、ごうぎん一粒の麦の会様より、車椅子と松葉杖
をご寄付いただきました。介護保険事業や地域福祉のため
に使用させていただきます。ありがとうございました。 

32072411

825124

13517

1810

23 6 19 2 15

1 14 22

21 9

16

１～25までの数字をひと
つずつ使って、縦横斜めに
足した合計が65になるよう
にして下さい!!

①7種類　　②8種類　　③9種類 
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